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Ⅰ 学力検査結果等の概況 

 

１ 学力検査等の実施 

  一般選抜は、令和８年３月４日（水）及び３月５日（木）に、全日制の課程では

90 校（分校等も１校と数える。）、定時制の課程では 19 校（学年制 15 校、単位制

４校）で実施した。学力検査は３月４日（水）に実施し、全日制の課程については、

国語・数学・英語・社会・理科の５教科について行い、学年制による定時制の課程

については、国語・数学・英語・社会・理科の５教科及び作文の中から、学校が必

要な教科等を選択して行った。単位制による定時制の課程では、国語・数学・英語・

社会・理科の５教科又は作文により実施した。 

  なお、一般選抜と同日に実施した特別選抜のうち、海外帰国生徒選抜は 15 校、

長期欠席生徒選抜は２校、連携型選抜は３校、県外生徒特色選抜は３校において、

一般選抜と同様に５教科の学力検査を実施した。外国人生徒選抜を実施した９校に

おいては、日本語基礎力検査を実施した。 

検査当日、病気その他やむを得ない理由によって検査を受けられなかった者に対

する追検査は、３月 10 日（火）に実施した。さらに、再募集を３月 23 日（月）に

実施し、全日制の課程並びに学年制及び単位制による定時制の課程において、作文

又は小論文を学校が選択して行った。 

  この報告書においては、３月４日（水）に実施した学力検査及び作文について報

告する。 

 

２ 検査教科と検査時間 

                                 表１ 

教 科 名 国 語 数 学 英 語 社 会 理 科 

実施 

時刻 

開 始 9:05 10:10 11:15 12:55 14:00 

終 了 9:55 11:00 12:05 13:45 14:50 

検 査 時 間 50 分 50 分 50 分 50 分 50 分 

※ 定時制の課程において作文を実施した学校では、国語と同一の時間に実施した。 

 

３ 学力検査及び作文問題の出題方針 

  学力検査問題は、次の方針に基づいて出題した。 

  ５教科の検査問題は、中学校までの学習内容を踏まえた、基礎的・基本的なもの

とし、各教科の目標に即して、知識・技能、思考・判断・表現、主体的に学習に取

り組む態度を広く検査できるように出題した。 

  また、作文問題については、受検者の身近な問題を題材として５つの作文題を示

し、各実施校がこの中から２～３題を選んで出題し、受検者はその中から１題を選

んだ。 
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４ 学力検査及び作文受検者数（追検査受検者を含む。） 

                     表２ 

 令和８年度 令和７年度 

全日制の課程 16,794 人 18,104 人 

学年制による定時制の課程 310 人 284 人 

単位制による定時制の課程 423 人 509 人 

合     計 17,527 人 18,897 人 

 

５ 学力検査結果の教科別平均点、標準偏差及び得点分布 

(1) 各教科の検査結果の平均点（50 点満点）及び標準偏差 

表３ 

 
令和８年度 令和７年度 

平均点 標準偏差 平均点 標準偏差 

国 語 32.61 8.19 35.05 7.34 

数 学 24.66 8.44 24.36 7.45 

英 語 32.95 10.45 31.71 11.51 

社 会 31.60 9.73 27.94 9.22 

理 科 23.26 9.38 27.60 9.58 

実施校数 90 校 90 校 

※ 分校等を１校と数える。全日制の課程のみ。 

 

(2) 各教科の得点分布 

（％） 表４ 

得 点 国 語 数 学 英 語 社 会 理 科 

０ 0.0 0.0 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

１～５ 0.2 0.1 1.4 1.3 0.2 0.6 0.3 0.3 0.8 0.9 

６～10 0.7 0.3 3.1 3.2 1.7 3.5 1.8 2.3 6.3 3.5 

11～15 2.3 0.7 8.9 7.2 4.7 7.0 4.0 6.9 15.5 7.4 

16～20 5.3 2.5 17.6 16.2 8.6 9.5 8.9 13.5 20.8 12.5 

21～25 11.0 7.0 23.9 26.3 11.4 10.3 12.6 17.5 18.7 16.7 

26～30 16.8 15.0 20.5 25.9 11.8 11.5 15.7 18.8 14.5 17.9 

31～35 22.8 22.5 13.9 14.3 13.5 13.3 17.2 17.7 11.5 17.7 

36～40 23.4 26.0 7.6 4.7 18.1 15.1 18.2 14.0 7.4 14.4 

41～45 15.0 21.2 2.5 0.9 20.9 18.5 16.0 7.0 3.9 7.7 

46～49 2.5 4.6 0.5 0.1 8.8 10.2 5.2 1.8 0.7 1.2 

50 0.0 0.1 0.1 0.0 0.4 0.5 0.1 0.3 0.0 0.0 

※ 右列は令和７年度。全日制の課程のみ。 
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(3) 各教科の得点分布グラフ 
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６ 各教科の小問別正答状況 

全受検者の中から約 1／50 を抽出し、各教科の小問別正答状況を調査した。その 

結果は、「Ⅱ 各教科及び作文の概況」において示す。 

 

 

社会   平均点 31.60   標準偏差 9.73 
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国 語
１ 出題のねらい

一では話の展開や登場人物の心情を、表現の仕方に注意して読み取ることができるかをみる。

二では筆者の考えを文章の展開に即して的確に把握する力をみる。三では社会生活に必要な、言葉

によって伝え合う力をみる。四では平易な古文を読んで、話の内容をとらえることができるかをみ

る。五では自分の考えを文章で適切に表現する力をみる｡

２ 解答の状況

設問番号 解 答 の 特 徴 と 誤 答 例 正答率

○あ よくできている。 85.6

○い よくできている。 84.2
問一

○う 誤答では、｢伝」などがみられる。 62.6

○え よくできている。 71.0

問 二 よくできている。 71.8
一

問 三 よくできている。 71.7

問 四 誤答では、｢灰色の雲が」が目立つ。 57.2

問 五 よくできている。 86.8

原稿を読むことを願い出るにとどめたときの朝佳の状況を的確にとらえるこ
問 六 42.6

とができていない不十分な解答が多い。

○あ 非常によくできている。 99.1
問一

○い よくできている。 75.6

問 二 誤答では、｢イとウ」が多い。 23.6

二 問 三 よくできている。 85.5

問 四 よくできている。 85.6

問 五 誤答では、イ、エがほぼ同数みられる。 60.3

問 六 文章の展開に即して内容をとらえることができていない不十分な解答が多い 52.6

問 一 よくできている。 82.0

問 二 誤答では、アが多い。 62.4

問 三 よくできている。 83.6
三

問 四 よくできている。 83.5

本文中の の内容を踏まえた適切な一文で表現することができていない不十
問 五 41.1

分な解答が多い。

問 一 誤答では、｢おはり」｢をわり」「をあり」がほぼ同数みられる。 68.7

問 二 誤答では、ア、ウがほぼ同数みられる。 69.0

四 問 三 よくできている。 91.4

三斎が正盛の思うところとは異なる行動を取った理由を的確にとらえること
問 四 37.9

ができていない解答が多い。

傍線部について考えたことを、自分の言葉で述べようとする姿勢がみられる

五 自分の考えと理由は述べられているが、説得力のある文章となっていないも 55.7

のが多い。

。

。
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数 学
１ 出題のねらい

１と２では数と式、図形及び確率に関する基礎的な力を、３では日常の事象を数学的にとらえる

力を、４、５及び６では空間図形、データの分布及び関数についての理解の程度を、７では平面図

形について論理的に考察する力を、それぞれみることにねらいを置いた。出題に当たっては、数学

的活動を通して、事象を数学的にとらえ、表現し、考察処理する過程をみることができるようにした。

２ 解答の状況

設問番号 解 答 の 特 徴 と 誤 答 例 正答率

ア 非常によくできている。 96.8

イ 非常によくできている。 97.1
⑴
ウ 非常によくできている。 93.1

１
エ 非常によくできている。 92.8

⑵ よくできている。 86.8

⑶ 非常によくできている。 92.8

⑴ よくできている。 75.4

⑵ 誤答では、２５０πが目立つ。 51.9
２

１
⑶ 誤答では、 が目立つ。 61.5

４

数量関係の正しい立式ができていないものが多い。また、どのような数量を x
３ 23.3

や yで表しているのかを明記していないものも目立つ。
⑴ よくできている。 88.4

⑵ 正答率が低い。誤答では、１０や７などがみられる。 16.1
４

√３ ２１
⑶ 正答率が低い。誤答では、 などがみられる。無答も多い。 4.8

２

⑴ よくできている。 75.0

５ 正答率が低い。下線部のように判断できる、図から読み取れることを適切に記
⑵ 16.8

述していないものが多い。

⑴ よくできている。 76.9

⑵ 誤答では、y ＝－４ x－８や y＝－４ x－３などがみられる。 60.3
６

問題を解くのに必要な点の座標を正しく求められないための誤答が多い。無答
⑶ 26.9

も多い。

三角形の合同条件「１組の辺とその両端の角がそれぞれ等しい」において、

∠ＦＣＡ＝∠ＢＣＤ、∠ＦＡＣ＝∠ＢＤＣは説明されているが、１組の対応す
⑴ 20.0

７ る辺が等しい理由について、論理の飛躍しているものや説明の不十分なものが

多い。

⑵ 正答率が低い。誤答では、６０や７２などがみられる。 4.3
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英    語  

１  出題のねらい  

１では英文を聞いて、必要な情報や話の概要をとらえる力をみる。２では対話文を読んで、話の

概要や要点をとらえる力と、自分の考えを英語で書く力をみる。３では相手に伝えるべき事柄を英

語で書く力をみる。４では物語形式の英文を読んで、登場人物の行動や心情の変化、全体のあらす

じをとらえる力をみる。 

 

２  解答の状況  
 

設問番号  解  答  の  特  徴  と   誤  答  例 正答率  

１ 

⑴ 

Ａ 非常によくできている。 97.1 

Ｂ 非常によくできている。 96.6 

Ｃ よくできている。 81.3 

Ｄ 非常によくできている。 93.7 

⑵ 

１ 非常によくできている。 90.8 

２  誤答では、ⓑを clean  や  cleaning  としたものがみられる。 60.6 

３ 誤答では、話の内容を的確にとらえていないものが多い。 25.7 

２ 

⑴ 

Ａ よくできている。 77.9 

Ｂ 誤答では、アが多い。 73.3 

Ｃ よくできている。 85.9 

⑵ 

ⓐ 誤答では、エが多い。 52.9 

ⓑ 非常によくできている。  92.8 

ⓒ よくできている。  78.7 

⑶ 誤答では、アエイウオが多い。 55.3 

⑷ 既習の語句や表現形式を用いて解答しているものが多い。 35.8 

⑸ 
①  誤答では、エが多い。 71.0 

② よくできている。  79.3 

⑹ 
会話の流れは踏まえているが、伝えたいことが的確に表現できていない不十分

な解答が目立つ。  
50.3 

３ 
既習の語句や表現形式を用いて、伝えるべき内容を積極的に書こうとする姿勢

がみられる。 
42.1 

４ 

⑴ 
ⓐ 誤答では、saw  が多い。 62.6 

ⓑ 非常によくできている。  90.8 

⑵ 
①  よくできている。 86.2 

② 誤答では、話の内容を的確にとらえていないものが多い。 62.6 

⑶ よくできている。 82.8 

⑷ よくできている。 75.3 

⑸ 誤答では、話の内容を的確にとらえていないものが多い。 52.2 

⑹ 誤答では、話の内容を的確にとらえていないものが多い。 43.0 

⑺ 誤答では、イが多い。 65.8 
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社 会
１ 出題のねらい

１では日本の歴史における政治や社会の特色、２では自然環境や産業などからみた日本の特色

３では国際社会の動向と特色、４では国民生活と政治・経済とのかかわりについて、それぞれ出

題した。出題に当たっては、社会的事象に対する関心と理解の程度をみるとともに、多様な資料

に基づいて考察し、表現する力をみるようにした。

２ 解答の状況

設問番号 解 答 の 特 徴 と 誤 答 例 正答率

ａ よくできている。 78.1
⑴
ｂ 制度の制定以前との違いについて適切に記述していない解答が多い。 72.8

⑵ 誤答では、｢古今和歌集」が多い。 63.1

⑶ 誤答では、ア、エが多い。 69.7

ａ 誤答では、｢執権」｢征夷大将軍」が目立つ。 31.7
⑷
ｂ 誤答では、ウ、クが多い。 61.5

資料から読み取れる農村のようすの変化について適切に記述していない解答が
１ ａ 43.1
⑸ 多い。

ｂ 誤答では、｢ウ→イ→ア」｢イ→ウ→ア」が多い。 52.4

⑹ 改革を行った目的を適切に記述していない解答が多い。 41.5

アメリカ 誤答では、アが多い。 60.2
⑺

日 本 誤答では、ア、ウが多い。 72.9

記号の誤答では、ウが多い。理由の誤答では、判断できる理由を適切に記述し
⑻ 34.5

ていない解答が多い。

⑴ よくできている。 88.5

⑵ よくできている。 76.4

ａ よくできている。 80.1

⑶ ｂ 誤答では、アが多い。 67.7

２ ｃ 図から読み取れる作物栽培の特徴を適切に記述していない不十分な解答が多い 59.4

⑷ よくできている。 78.1

⑸ 誤答では、イが多い。 53.3

ａ よくできている。 83.0
⑹
ｂ 誤答では、イ、エが多い。 72.8

ａ よくできている。 88.8
⑴
ｂ 誤答では、｢アフリカ」が多い。 40.1

⑵ 誤答では、Ｃ が多い。 69.7

３ ａ よくできている。 87.9

⑶ ｂ 誤答では、｢南北」が多い。 36.9

ｃ よくできている。 74.6

⑷ 季節が逆になることについて適切に記述していない不十分な解答が多い。 68.2

ａ 誤答では、エが多い。 67.1

⑴ 名称 よくできている。 86.2
ｂ
権限 最高裁判所がもっている権限を適切に記述していない解答が多い。 38.8

４ ⑵ よくできている。 76.1

生産者から直接仕入れている の方が安くなる理由を適切に記述していない不
ａ 71.9

⑶ 十分な解答が多い。

ｂ よくできている。 75.5

。

、
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理    科 

１ 出題のねらい 

１は基礎的・基本的な事項、２はいろいろな生物とその共通点、生物の体のつくりとはたらき及び生

命の連続性、３は身の回りの物質、化学変化と原子・分子、化学変化とイオン及び科学技術と人間、４

は気象とその変化、５は地球と宇宙、６は身近な物理現象及び運動とエネルギーに関する問題である。

出題に当たっては、観察や実験に重点を置き、自然の事象について、知識や理解の程度及び科学的に考

察する力をみるようにした。 

 

２ 解答の状況 
 

設問番号 解 答 の 特 徴 と 誤 答 例 正答率 

１ 

⑴ 誤答では、｢感覚神経」などがみられる。 68.7 

⑵ 誤答では、ア、イが目立つ。 71.6 

⑶ 
エタノールの分子間の距離が広がり体積が増加した理由を正しく理解していないため

の誤答が多い。 
46.6 

⑷ 誤答では、｢18」などがみられる。 26.4 

２ 

⑴ 

① の誤答では、｢幼体」などがみられる。 の誤答では、｢成長」が目立つ。 66.5 

② 

ａ 誤答では、｢イ→ウ→エ→ア」｢イ→エ→ウ→ア」が目立つ。 37.9 

ｂ よくできている。 80.7 

ｃ 非常によくできている。 92.4 

⑵ 

① 非常によくできている。 89.1 

② 
記号の誤答では、オが多い。理由では、うまれたメダカのもつ遺伝子の組み合わせの

中に遺伝子のａが含まれるメダカの割合を正しく理解していないための誤答が多い。 
24.1 

３ 

⑴ 

① 誤答では、｢再結晶」｢蒸散」などがみられる。 70.4 

② 誤答では、ア、イ、ウがほぼ同数みられる。 49.7 

③ 
バイオマスプラスチックを焼却しても大気中の二酸化炭素の増加の原因にならないと

考えることができる理由を正しく理解していないための誤答が多い。 
37.2 

⑵ 

① よくできている。 84.5 

② 

ａ 水酸化バリウムと硫酸の化学式を適切に表すことができていないための誤答が多い。 23.3 

ｂ 誤答では、エが多い。 39.7 

ｃ 誤答では、｢3.6」が多い。 18.1 

４ 

⑴ 地表付近にふく風が強かった理由を適切に記述していない誤答が多い。 55.2 

⑵ 
① 

気温や海水温が高い海上において、空気中に水蒸気が多量に含まれる理由を正しく理

解していないための誤答が多い。 
56.8 

② 誤答では、ウが多い。 38.5 

５ 

⑴ 

① 誤答では、｢太陽系」などがみられる。 63.2 

② 誤答では、ウが多い。 55.5 

③ 誤答では、エが多い。 17.7 

⑵ 
金星が太陽の前面を横切る現象が観測できる理由を正しく理解していないための誤答

が多い。 
50.6 

６ 

⑴ 

① よくできている。 82.8 

② 振動数と振幅について正しく理解していないための誤答が多い。 56.8 

③ 音の波形を正しく理解していないための誤答が多い。 57.3 

⑵ 

① 光の進み方を正しく理解していないための誤答が多い。 24.9 

② 
ａ 誤答では、｢28cm 以上 156cm 以下」などがみられる。 11.1 

ｂ 誤答では、オが多い。 23.0 
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作 文
１ 作文題名の選択状況

選 択 し た 受検者数に対する
作 文 の 題 名 選 択 者 数

学 校 数 選択者数の割合

一 これまで大切にしてきたこと 8 校 58 人 25.2 ％

二 私がめざしていること 9 校 104 人 45.2 ％

三 私が夢中になれること 5 校 35 人 15.2 ％

四 身近な人に学んだこと 5 校 21 人 9.1 ％

五 あいさつのよさについて 1 校 8 人 3.5 ％

その他（注） 4 人 1.8 ％

実 施 し た
受 検 者 数

計 学 校 数 100 ％
230 人

13 校

（注）指定外の題名で書いた者１人。２つの題名を選んだ者３人。

２ 概 評

⑴ 内 容

・「これまで大切にしてきたこと」では、友人や家族、あいさつなど、人間関係につながること

を述べたものがみられた。

・「私がめざしていること」では、将来の職業について述べたものと、高校生活の目標をあげた

ものがみられた。新しい生活を前にした意欲的な姿勢を読み取れるものが多かったが、めざし

ていることを実現するための具体的な展望を述べたものは少なかった。

・「私が夢中になれること」では、自分の趣味や興味のあることを列挙したものが多かった。事

柄の説明にとどまり、そこから得られたことなど、発展的な内容を述べたものは少なかった。

・「身近な人に学んだこと」では、友人から「インターネットの使い方」などを学んだことにつ

いて述べたものがみられた。

⑵ 表現・表記

・ひらがなの多用や誤字、脱字の多いものがみられる。

・原稿用紙の使い方、句読点の打ち方など、文章を書く上で基本となる事項を習得していないも

のが目立つ。

・書き言葉と話し言葉との区別、主述の呼応などに不適切なものがみられる。

・文章の構成や段落分けの意識がなく、思いつくままに文を書き連ねているものがみられる。
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